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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、法医実務では重要である受傷時期の推定を確実にする方法を開

発することを目指している。特に従来の方法では困難であった受傷後 1-5 日

といった早期受傷時期の推定に役立てようとした目的は妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

サンプルは実際に受傷した時期が明らかなヒト皮膚から 100 近く収集して

あり、炎症細胞に対する複数の抗体による免疫染色を注意深く行っており信

頼性に富むといえる。更に種々の統計学的解析法で解析した研究手法も妥当

である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

受傷部位での浸潤細胞の数により、その受傷時期を推定することが可能であ

ることを示し、今後の法医学での受傷時期特定への進展が大いに期待される。 

 

以上のように本論文は法医学研究に貢献するところが大であり、審査委員

は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 

 

 


